
環境報告 環境マネジメント －活動状況－

　当社グループでは、高速道路やサービスエリア・パーキング
エリアなどの休憩施設の建設、維持・保全とその他の事業を行う
うえで、その事業活動が環境に与える影響（環境負荷）を定量
的に把握するように努めています。

　また、把握した環境負荷の削減をめざして環境に配慮した
事業活動や取り組みを企画・立案し、実施しています。事業活
動（建設・工事、保全・関連事業）に関わる2010年度の環境負
荷のマテリアルフローは、以下のとおりです。

事業活動成果

　高速道路の環境に対する影響は広範囲に及びます。本報告
書では、把握可能な代表的な環境への影響を以下にまとめま
した。
　当社は、環境活動による環境への影響やコストを今後も幅
広く定量的に把握していきます。

環境活動成果

環境マネジメントへの取り組み
NEXCO中日本では「環境・持続可能社会への貢献」の考え
のもと、当社の環境活動を継続的に改善していく環境マネジ
メントを経営に取り入れて活動を進めてまいります。

  環境活動の計画と実績（総括）

  事業活動に伴う環境負荷のマテリアルフロー（2010年度実績）
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資源の3R推進

営業中の高速道路からの騒音対策

高速道路のり面の
樹林化

高速道路網の整備
（早期開通へ努力）

樹林化 面積比率
（対象1,300ha）

99%
（累計1,287ha）

13km

99%
（累計1,287ha）

2km

100%
（累計1,300ha） 100%

（2011～2015年度）
305km（累計）

再利用率
（発生量）

再資源化率
（発生量）

再資源化率
（発生量）

再資源化・縮減率
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アスファルト・
コンクリート塊

ページ
2010年度

2011年度
計画値

長期計画値
（2015年度）
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上記表の「資源の3R推進」では、目標・実績は2007年度に完了した「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」に定める特定建設資材の工事での再資源化率などを記載
しています。長期計画値について、アスファルトコンクリート塊・コンクリート塊及び建設発生木材は、国土交通省の「建設リサイクル推進計画2008」（2008年4月）の計画目標を
当社の計画値とし、それ以外については当社独自の計画値としています。

建設発生土 9千ｍ3 

アスファルト・
コンクリート塊  

0.0千t 

コンクリート塊 0.4千ｔ

建設発生木材  0.5千ｔ

建設汚泥  0.0千ｔ

処　　理

植物発生材 なし

路面清掃ごみ 1,605ｔ

サービスエリアごみ なし

処　　理

焼　　却

植物発生材 4千ｍ3 

路面清掃ごみ 180ｔ

サービスエリアごみ 4,672t 

※1 建設副産物は、2010年度に竣工した工事の請負契約数量です。（保全事業での工事を含む）
※2 主なインプットのアスファルト・コンクリート、生コンクリート、鋼材は2010年度に発注した
 工事の請負契約数量（概算）です。
※3 路面清掃で収集するごみは、土砂などの再生不可能なものが多くあります。

排出物※3

植物発生材 69千ｍ3 

路面清掃ごみ 2,084t 

サービスエリアごみ 7,171t 

使用電力量分の
CO2排出量 

19.9万t-CO2 

建設発生土 1,986千ｍ3 

アスファルト・
コンクリート塊 

325千t 

コンクリート塊 65千ｔ

建設発生木材 15千ｔ

建設汚泥 7千ｔ

事業活動

支社数 4支社

保全･
サービスセンター 

24事務所

営業延長 1,774ｋｍ
（2011年4月現在）

休憩施設 166箇所※

（2011年4月現在）

支社数 4 支社

工事事務所 16事務所

建設延長 407ｋｍ
（2010年4月現在）

保全･
サービスセンター 

24事務所

※上下線別、無人施設16箇所含む

工　　事

保全・関連事業

使用電力量 355百万kWh※

水道水の
使用量 

4,133千ｍ3※

※使用電力量、水道水の使用量は
　2009年度保全事業での実績
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全
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び
関
連
事
業

購入土 

アスファルト・
コンクリート 

生コンクリート 

鋼材（鋼板・鉄筋など） 

0.0千ｍ3

117千ｍ3

527千ｍ3

93千t

投入物※2

※1

建
設
及
び
保
全
の
工
事
な
ど

自社で再生

建設発生土 1,918千ｍ3 

アスファルト・
コンクリート塊  

0.9千t 

コンクリート塊 1.9千ｔ

建設発生木材 0.4千ｔ

建設汚泥 0.0千ｔ

建設発生土 45千ｍ3 

建設発生土
（再使用未定） 

14千ｍ3
 

アスファルト・
コンクリート塊 

324千t 

コンクリート塊 63千ｔ

建設発生木材 14千ｔ

建設汚泥 7千ｔ

社会で再生

植物発生材 11千ｍ3
（堆肥などに再生）

自社で再生
植物発生材 55千ｍ3 

路面清掃ごみ 299t 

サービスエリアごみ 2,499千ｔ
（缶・ビン・ペットボトルなどを再生）

社会で再生

再資源化
廃 

棄

廃 

棄再資源化

  ISO14001の認証取得
　2010年度本社では、環境方針に基づき、環境マネジメント
システム（EMS）を構築しました。本社はこれに基づき環境活
動を行っています。当該EMSは2010年12月にISO14001を
認証取得しました。
　2011年度はEMSに基づく環境活動をすべての支社及び
事務所へ拡大する予定です。

ISO14001  登録証（複写）




